
に
、
私
の
二
つ
め
と
三
つ
め
の
願
い
は
相
矛
盾
し
て
し
ま

う
た
め
だ
っ
た
。
家
族
も
患
者
と
共
に
辛
い
時
間
を
過
す

わ
け
だ
が
、
誰
も
が
迎
え
る
人
生
の
こ
の
大
事
な
終
末
を

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
豊
か
な
時
間
に
で
き
る
の
か
、
が
今

問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

神
戸
に
「
完
成
期
医
療
福
祉
を
進
め
る
会
」
（
代
表
／

河
野
博
臣
）
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
五
年
前
に
発
足

し
、
毎
年
二
回
「
神
戸
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
き
、
実
り
豊

か
な
人
生
の
終
わ
り
方
を
医
療
や
福
祉
の
面
か
ら
研
究
し

て
い
る
。
「
終
末
期
」
や
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
と
い
う
表
現

は
イ
メ
ー
ジ
も
暗
く
、
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
し
、

終
末
期
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
な
意
味
を
も
た
せ
な
い

た
め
に
「
完
成
期
医
療
福
祉
」
と
名
称
を
つ
け
た
。
つ
ま

り
、
人
生
の
終
り
を
そ
の
人
の
完
成
と
考
え
、
ど
う
す
れ

ば
人
生
の
完
成
期
を
過
ご
せ
る
か
を
支
援
す
る
こ
と
へ
ま

た
現
代
の
ゆ
が
ん
だ
医
療
や
福
祉
を
修
正
し
、
完
成
し
た

医
療
福
祉
を
目
指
す
こ
と
、
さ
ら
に
社
会
、
文
化
の
完
成

を
も
目
指
す
こ
と
が
こ
の
名
称
に
は
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

六
月
に
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
か
れ
た

１
１０４
１

最
近
、
癌
の
末
期
患
者
等
を
中
心
に
人
生
の
最
後
の
時

間
を
ど
こ
で
ど
ん
な
ふ
う
に
看
と
る
の
か
、
と
い
う
関
心

が
高
ま
り
論
ホ
ス
ピ
ス
や
在
宅
ケ
ァ
ー
に
関
す
る
研
究
や

活
動
が
あ
ち
こ
ち
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

医
師
で
あ
っ
た
私
の
父
も
癌
で
亡
く
な
っ
た
が
、
最
後

の
一
カ
月
程
を
病
院
で
介
護
し
た
時
以
来
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
ー
の
在
り
方
に
強
い
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

私
は
父
に
付
き
添
っ
て
い
る
時
、
患
者
の
家
族
と
し
て

三
つ
の
事
を
思
っ
た
。
一
つ
は
、
父
が
最
後
の
時
を
迎
え

る
ま
で
家
族
と
し
て
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
し
た
い
と
い

う
事
。
二
つ
め
は
、
で
き
る
だ
け
長
く
生
き
て
ほ
し
い
と

い
う
事
。
三
つ
め
は
、
苦
痛
を
最
少
限
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
事
、
だ
っ
た
。
し
か
し
、
最
後
の
時
間
が
近
づ
く
程

に
父
の
苦
痛
は
耐
え
難
い
よ
う
に
な
り
、
死
の
三
日
前
に

は
し
ん
ど
く
て
夜
の
間
は
ま
っ
た
く
眠
れ
ず
、
朝
を
迎
え

た
時
に
「
あ
あ
、
ま
た
一
日
こ
ん
な
し
ん
ど
い
思
い
を
せ

ん
な
ら
ん
の
か
」
と
つ
ぶ
や
い
た
言
葉
は
私
に
と
っ
て
は

何
よ
り
も
胸
の
痛
む
思
い
だ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
長
く

生
き
て
ほ
し
い
と
願
え
ば
、
そ
れ
だ
け
苦
痛
は
増
す
た
め

日
常
生
き
た
場
所
で
人
生
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に

鍵
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一
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街
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｢ 介護をする人をどこでどのよう
に求めるかが最大の謀題」と話
すＮＨＫ解脱委員の行天富雄氏

第
八
回
神
戸
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
人
生
の
完
成
期

と
在
宅
ケ
ア
」
だ
っ
た
。
こ
の
日
の
特
別
講
演
で
は
、
医

師
で
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
で
も
あ
る
行
天
良
雄
氏
が

「
生
か
し
生
か
せ
る
生
き
か
ら
よ
い
死
に
方
に
演
出
す

る
」
と
い
う
演
題
で
医
療
と
死
の
問
題
に
つ
い
て
報
告
を

し
た
。
「
昔
、
死
と
い
う
の
は
病
気
と
隣
り
あ
っ
て
お
り
、

戦
争
中
は
死
は
運
で
あ
っ
た
。
在
宅
死
な
ど
は
当
り
前
の

１
１０５
１

シンポジウムではさまざまな立場から貴重な体験が報告された

こ
と
だ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
頃
か
ら
在
宅
死
か
ら
病

院
死
へ
と
比
重
が
移
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
入
院
す
る
と

病
院
の
流
れ
作
業
に
乗
ら
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
検
査
と

診
断
で
ず
い
分
時
間
が
か
か
る
し
、
誰
が
死
を
決
め
る
の

か
と
い
っ
た
問
題
が
起
っ
て
き
て
い
る
。
天
寿
癌
と
い
う

言
い
方
が
あ
る
が
、
癌
は
老
化
の
一
つ
で
も
あ
り
、
〃
百

ま
で
生
き
て
癌
で
死
の
う
″
と
い
う
合
言
葉
が
生
ま
れ
て

い
る
。癌

の
ピ
ー
ク
を
八
十
代
に
も
っ
て
い
く
努
力
が
こ
れ
か

ら
続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
日
本
は
今
年
の
五
月
に
高
齢
化

率
が
十
四
％
を
越
え
た
が
、
こ
れ
は
出
生
数
の
激
減
の
た

め
に
高
齢
化
を
加
速
し
、
政
府
の
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
計
画

よ
り
実
態
の
方
が
速
く
進
ん
で
い
る
。
一
週
間
前
に
北
欧

の
医
療
福
祉
を
見
て
き
た
が
、
あ
ち
ら
は
他
人
に
頼
る
在

宅
ケ
ア
ー
で
日
本
は
身
内
に
頼
る
在
宅
ケ
ア
ー
だ
。
今
後

の
わ
が
国
で
は
介
護
を
し
て
く
れ
る
人
を
ど
こ
で
ど
の
よ

う
に
求
め
る
か
が
最
大
の
課
題
」
と
結
ん
だ
。

そ
の
あ
と
、
在
宅
看
護
を
実
践
し
て
い
る
看
護
婦
、
母

親
を
癌
で
亡
く
し
た
医
学
生
、
卯
歳
の
痴
呆
の
老
父
を
自

宅
で
介
護
し
た
妬
歳
の
男
性
の
体
験
な
ど
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
報
告
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
も
活
発
な
意
見
や
質
問
が

出
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
看
護
婦
は
、
何
人
も
の
末

期
患
者
を
自
宅
で
看
取
っ
た
経
験
か
ら
「
看
護
婦
と
し
て

の
仕
事
よ
り
、
私
は
家
族
の
傍
に
い
る
だ
け
。
そ
の
安
心

感
が
患
者
に
と
っ
て
は
大
事
に
思
う
。
家
こ
そ
死
を
迎
え
、

人
を
完
成
さ
せ
る
場
所
で
あ
り
、
医
療
者
も
そ
こ
で
家
族

の
一
員
に
な
り
、
癒
し
癒
さ
れ
る
の
で
す
」
と
話
し
た
。

日
常
生
き
た
場
所
で
死
を
迎
え
、
人
生
を
完
成
さ
せ
る

に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
困
難
な
現
実
が
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
模
索
が
今
さ
ま
ざ
ま
に
続
け
ら

れ
て
い
る
。

蕊鶴蕊蕊蕊蕊灘鍵識

｢ 日常生きた場所で死んでいける
ようにしたい」と挨拶をのべる
河野博臣代表

: : …蝋……繕“;鍵
侭

鱗為駕灘《
鱗:鴬

浦
蕊
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107

兵庫県いけばな協会

会長吉田泰巳
神戸市中央区下山手通５－１０－１
兵庫県生活文化部芸術文化課内

ＴＥＬ０７８．３４１－７７１１

内線2 8 5 ユ

専正池坊家元

諸泉祐陽

神戸市束潅区住吉山手３－２－２１
T E L O 7 8 - - 8 1 1 - 1 6 0 1

大和楽蘭の会

代表者大和三千世

神戸市中央区中山手通７－１．．１５
T E L O 7 8 - 3 4 1 - 3 6 5 3

吉 鈴会

若柳吉金吾

神戸市中央区楠町５－１－７
ＴＥＬ0 7 8 - , 3 4 1 - 6 8 3 2

日本舞踊

花柳流

花柳小三郎

神戸市漣区興岡通４－２－５
ｒＥＬＯ７８- 8 0 2 . - 0 0 3 0

財団法人小原流

理事長小原規容子
神戸市中央区東川崎町１－７－４
ハーバーランドダイヤニッセイピ
ル１８F

T E L O 7 8 - 3 6 0 - 0 8 7 1

佳生流華道

家元西村雲華

神戸市中央区野崎j m 3 - 3 - 2 1
T E L O 7 8 - 2 2 1 - 6 2 3 9

みやぴ流押絵
家元二代目

小西絹甫

芦屋市公光町３－１５
T E L O 7 9 7 - 3 4 - 1 0 0 1

若 由会

若柳吉由二

神戸市垂水区平磯４－２－３
T E L O 7 8 - 7 0 6 - O 1 1 3

日本郷踊

花柳流

花柳五三輔

神戸市長田区西山町４－７－u
T E L O 7 8 - 6 2 1 - 3 2 0 9

丹波焼延年窯

市野弘之

多紀郡今田町. ! L立杭
T E L O 7 9 5 - 9 7 - 2 2 1 2

神戸焼・末汎窯

南汎

神戸市西区神出町広谷6 2 3
T E L O 7 8 - 9 6 5 - 2 2 4 4

ギャラリーａｎｄ血球サロン

兜子館
プチコンサ･ ‐卜・小パーティ企画

赤尾徳也

神戸市束滋区御影山手１－．１３－４
T E L O 7 8 - 8 1 1 - 0 7 6 0

花柳流［1 本郷踊

秀美会

花柳吉皇

神戸市兵庫区西多Ⅲ通2 - 4 - 3
T E L O 7 8 - 5 7 5 - 7 4 1 3

女流義太夫

神代初美

神戸市兵庫区新開地４－３－１－３０１
T E L O 7 8 - 3 7 1 - O 2 6 5

須 磨寺
管長

小池義人

神戸市須磨区須磨寺町４－６－８
ＴＥＬ０７８．．７３１－．０４１６

須磨琴保存会

小池美代子
三浦徳子
山崎八重子

神戸h ｢ 須磨区須磨寺町４－６－８
T E L O 7 8 - 7 3 1 - O 4 1 6

関西日印文化協会

会長桑原泰業
神戸市北区鈴蘭台東町９－７－－２６

T E L O 7 8 - 5 9 1 - 5 6 3 3
F A X O 7 8 - 5 9 3 - 8 8 5 7

神戸尺八研究会
心和会

会長木村心鯨
講師中村心瞳
神戸市中央区琴緒町３．．２－１２
T E L 0 7 8 - 2 2 2 - . 9 1 3 0

｢ 女流文楽ｌ人形浄茄璃

吉音会

代表野津吉三
芦屋市翠ケ丘町1 1 - 4 3 - 3 1 1
ＴＥＬＯ７９７－３１－７０２１
ＦＡＸＯ７９７－3 4 - 5 5 7 3
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祝
／
月
刊
神
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っ
子
４
０
０
号
記
念

暑
中
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神戸市立小磯記念美術館
〒6 5 8 神戸市東灘区向洋町中５丁目７ＴＥＬ（0 7 8 ）8 5 7 - 5 8 8 0

回開館時間/ 午前1 0 時～午後５時（入館は午後４時3 0 分まで）
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能楽観世流

職分藤井久雄

神戸市中央区熊内町２－１－２０
T E L O 7 8 - 2 2 1 - 5 1 4 4

寓葉集と短歌の会

神戸マリンバソサエティ｜貞松。浜田バレエ団・学園

宮本慶子｜主宰貞松融。浜田蓉子

神戸市灘区曽和町２－４－７
T E L O 7 8 - 8 2 1 - 6 8 3 8

‘‘日本の心をうたう”

神戸市灘区畑原通３－６－６
T E L O 7 8 - 8 6 1 - 2 6 0 9

神戸ハワイアン倶楽部

代表飛松責’声楽家足立輝代 会長田端基宏
神戸市中央区下山手通２－１２－３

関西西宮信用金庫内
ＴＥＬＯ７８－３３２－５１５１
ＦＡＸＯ７８－3 3 3 - 9 8 7 4

女声アンサンプル
エコ・エレガンテ代表

女声合唱団
エコ・エレガンテ代表

声楽家有川隆子
平成６年９月2 5 日3 0 周年リサイタル
大阪音大カレッジオペラハウスにて
神戸市灘区青谷町４－ユー１１
T E L O 7 8 - 8 6 1 - 8 7 6 6

神戸市須磨区離宮前町１－６－２３
T E L O 7 8 - 7 3 1 - 5 4 4 9

一東書道会

会長井茂圭洞
神戸市兵庫区大開通２－エー６

大塚ピル６階
T E L O 7 8 - 5 7 7 - 1 0 0 1

F A X O 7 8 - 5 7 7 - 8 5 6 7

山 村流

山村．芳彰

神戸市兵庫区福原町3 0 - 1 3
T E L O 7 8 - 5 7 5 - 2 2 2 5

米田フォト

米田定蔵
米田英男
神戸市長田区池田町1 1 - 1 0
T E L O 7 8 - 6 9 1 - 3 5 4 7

西宮市下大市東町１５－５
T E L O 7 9 8 - 5 2 - O O O 4

．,UploWlilD
ヌーベル・エトワール
風かおるシャンソン教室
主宰風かおる

神戸市中央区北長狭通３－１２－１５
トアロード日経ピル４Ｆ
ＴＥＬＯ７８－３２１－１８２０

木彫

はちのす会

会長渡辺一生
副会長渡辺二垂
西宮市千歳町４－ｴ ２

T E L O 7 9 8 - 2 3 - 3 3 0 0

社団法人

神戸港振興協会

神戸市中央区波止場町２－２
T E L O 7 8 - 3 9 1 - 6 7 5 1

オリジナルフラワー
ミモザグループ

主宰佐藤悦枝

神戸市中央区下山手通5 - 8 - 1 4 - 7 0 3
T E L O 7 8 - 3 4 1 - 5 6 0 5

潤いと安らぎへの提言と行動

神戸港を考える会

代表鉄尾三郎
神戸市中央区下山手通３－１－１８

月刊神戸っ子編集室
T E L O 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6
F A X O 7 8 - 3 3 1 - 2 7 9 5

学校法人行吉学園
神戸女子大学
神戸女子短期大学
神戸女子大学瀬戸短期大学

理事長行吉哉女
神戸市中央区港島中町４－７－２

T E L O 7 8 - 3 0 3 - 4 7 0 0

神戸フィギュア
スケーティングクラブ

神戸ポートアイランド
スケートクラブ
会長上野衣子

神戸市東灘区森北町６－６－１３－２０１
T E L O 7 8 - 4 1 2 - 7 0 0 1

0 7 8 - 4 ﾕ 3 - 1 2 5 0
F A X O 7 8 - 4 5 2 - 7 0 1 7

学校法人コンピュータ総合学園
神戸電子専門学校

農事貴福岡富雄
神戸市中央区山本通１－６－３５

T E L O 7 8 - 2 4 2 - 0 0 1 4
F A X O 7 8 - 2 4 2 - 0 0 3 8

F l a n n i n g M u s i c S y s t e m s C o ，L t d

プランニングミュージック
システムズＣＯ, ＬＴＤ
マルチメディア・コーディネーター

芦沢魁作
宝塚市雲雀丘山手ユー１４－４－３１０

ＴＥＬＯ７２７－５７－１３６０

港まち神戸を愛する会

竹山清明
神戸市中央区海岸通３番地

海岸ピル３面生活空間研究所内
T E L O 7 8 - 3 9 2 - 5 0 5 7
F A X O 7 8 - 3 9 2 - 5 0 3 8
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Ｆ
坤
首
ル
オ
レ
ズ
ジ

寡
裏
更
頁

神
戸
オ
レ
ン
ジ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
来
春
よ
り
発
足
す
る
神
戸

市
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
名
を
募
集
。
サ
ポ
ー
タ
ー
予

備
軍
の
あ
な
た
、
と
び
っ
き
り
ポ
ッ
プ
で
、
お
シ
ャ
レ
な
名
前
を

考
え
て
、
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
／
，

神
戸
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

愛
称
大
募
集
／

☆
Ｊ
Ｆ
Ｌ
川
鉄
ｖ
Ｓ
京
都
パ
ー
プ
ル
サ
ン
ガ
戦

日
時
九
月
一
日
（
木
）
午
後
六
時
三
○
分
キ
ッ
ク
オ
フ

場
所
神
戸
市
立
中
央
球
技
場

主
催
側
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
／
Ｊ
Ｆ
Ｌ

主
管
兵
庫
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
・

料
金
大
人
一
一
一
○
○
円
中
学
生
以
下
七
○
○
円

国
応
募
内
容

①
愛
称
名

「
神
戸
」
と
い
う
地
名
を
、
愛
称
の
前
後
ど
ち
ら
か
に
入
れ
、

カ
タ
カ
ナ
で
お
考
え
く
だ
さ
い
。

神
戸
○
○
○
○
ま
た
は
△
△
△
△
神
戸
（
字
数
は
自
由
で
す
）
。

②
愛
称
の
理
由

お
考
え
い
た
だ
い
た
愛
称
の
意
味
や
、
理
由
な
ど
を
お
書
き
く

だ
さ
い
。
こ
ん
な
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
、
こ
ん
な
選
手

を
入
れ
て
ほ
し
い
な
ど
、
チ
ー
ム
に
対
す
る
要
望
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

⑳
応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
ポ
ス
ト
へ
投
函
。

（
ご
注
意
）
お
一
人
様
何
案
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
が
、

一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
一
案
の
み
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

又
、
市
内
各
所
に
応
募
箱
・
応
募
用
紙
も
設
置
い
た
し
ま
す
。

設
置
場
所
①
さ
ん
ち
か
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
こ
う
べ

’
110
１

、サ
ウ
ガ
ー
〃
易
み
ブ
〆
斉
－
１
〆

②
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
③
王
子

動
物
園
④
須
磨
海
岸
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
Ｍ
野
外
ス
タ
ジ
オ
（
ト

リ
コ
ロ
ー
ル
）
⑤
西
神
プ
レ
ン
テ
ィ

以
上
五
カ
所
を
含
む
計
約
二
○
カ
所

②
必
要
事
項

住
所
・
氏
名
・
性
別
。
年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業
（
学
校
名
）

③
応
募
締
切
平
成
六
年
八
月
三
一
日
（
水
）
（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
先
一
．
師
１
ｍ
神
戸
市
神
戸
港
郵
便
局
私
書
箱
測
号

㈱
神
戸
オ
レ
ン
ジ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
愛
称
募
集
事
務
局
宛

③
賞
品
応
募
者
全
員
の
中
か
ら
、
下
記
の
商
品
を
抽
選
で
進
呈

い
た
し
ま
す
。

☆
Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞
：
「
サ
ッ
カ
ー
発
祥
の
国
・
イ
ギ
リ
ス
旅
行
」
へ

・
ヘ
ア
で
一
組
ご
招
待
。

☆
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
賞
：
「
坊
Ｊ
Ｆ
Ｌ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
シ
ー
ズ
ン

チ
ケ
ッ
ト
」
を
。
ヘ
ア
で
五
○
組
一
○
○
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

☆
サ
ポ
ー
タ
ー
賞
：
「
チ
ー
ム
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
レ
フ
ォ
ン
ヵ
ー

ド
」
を
、
一
、
○
○
○
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
発
表
チ
ー
ム
名
は
、
平
成
六
年
九
月
中
旬
新
聞
紙
上
等
に
て

発
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞
、
ス
ト
ラ
イ
ヵ

ー
賞
、
サ
ポ
ー
タ
ー
賞
は
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

園
愛
称
の
著
作
権
等
は
、
す
べ
て
チ
ー
ム
が
所
有
す
る
も
の
と
い

た
し
ま
す
。
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永
田
良
一
郎
八
神
戸
百
店
会
会
長
ｖ

次
代
へ
と
つ
な
が
る

ｌ
ｌｌｌ
ｌ

神
戸
ら
し
さ
の
再
発
掘
で
す
ね
。

ｌ
こ
の
八
月
号
で
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
は
創
刊
四
百

号
を
迎
え
ま
し
た
。
日
頃
「
神
戸
っ
子
」
に
多
大
な
お
力

添
を
頂
戴
し
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

永
田
四
百
号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
神
戸
の
歴
史

と
共
に
歩
ん
で
き
た
雑
誌
と
い
う
こ
と
で
、
私
共
地
元
の

商
店
主
と
し
て
〃
同
志
″
の
よ
う
に
喜
ば
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

ｌ
永
田
さ
ん
に
は
確
戸
百
店
会
の
会
長
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
最
近
の
専
門
店
の
動
き
は
ど
う
で
す
か
。

永
田
神
戸
の
専
門
店
も
、
今
は
ち
ょ
う
ど
世
代
交
代
の

時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
昔
は
自
ず
か
ら
ハ
イ
カ
ラ
が

神
戸
の
専
売
特
許
で
「
神
戸
」
と
名
前
が
付
く
だ
け
で
商

品
が
売
れ
る
と
い
う
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
そ
れ
だ

け
で
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
ハ
イ
カ
ラ
な
匂
い
を
強
調

し
つ
つ
も
、
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
の
見
直
し
を
し
て
ゆ
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
情
報
社
会
の
中
、
日
本
国
内
ど
こ

で
も
同
じ
商
品
が
入
る
今
こ
そ
、
神
戸
に
来
な
け
れ
ば
手

に
入
ら
な
い
、
神
戸
に
来
た
か
ら
欲
し
く
な
っ
た
、
と
い

う
も
の
を
我
々
専
門
店
は
め
ざ
し
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

″
神
戸
ら
し
さ
〃
の
見
直
し
を
し
た
い

瀞
蕊
錘
騨
蝿
癖
識
蝉

口
神
戸
百
店
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

永田良一郎神戸百旗全会高

永
田
正
に
そ
の
通
り
で
す
。
百
二
十
年
前
に
開
港
し
た

神
戸
は
外
国
の
様
々
な
も
の
に
直
に
ふ
れ
ま
し
た
。
我
々

は
そ
こ
か
ら
出
発
を
し
た
の
で
す
か
ら
、
本
物
に
対
す
る

目
は
肥
え
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
プ
ラ
イ
ド
は
保
ち
つ

つ
、
今
の
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
経
営
を
展
間
し
て
ゆ
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
の
父
親
の
代
の
昭
和
九
年
頃
、
元
町

を
中
心
に
十
の
店
が
有
志
で
そ
の
名
も
「
神
戸
シ
子
」
と

い
う
雑
誌
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
こ

そ
ダ
ウ
ン
誌
の
先
駆
と
で
も
い
う
も
の
で
す
が
、
こ
の
気

概
こ
そ
が
今
、
我
々
に
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

灘
蕊
蕊

灘
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の
準
Ｆ
Ｆ
ｍ
宛
く

☆
９
月
４
日
オ
ー
プ
ン

望
、
一
三
め

神
戸
と
関
西
国
際
空
港
を
結

新
名
所
が
誕
生
！

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより

１
１１２
１

然
の
色
彩
で
ま
と
め
た
お
酒
落
一
家
か
ら
巨
匠
ま
で
の
７
名
の
作
一
葉
を
超
え
た
世
界
の
扉
を
開
く

繊蝿
も室１３
出でが階

灘脅｛
よ行、階
う会３ヘ
にな階ダ
などのム
つへ特ウ
ての別エ

羅溌！

で
明
る
い
レ
ス
ト
ラ
ン
。
厨
房
一
品
を
展
示
。
ど
の
作
品
か
ら
一
き
っ
か
け
に
。

用
で
き
そ
う
。

い
る
。
同
じ
く
２
階
、
和
食
。

来
月
を
お
楽
し
み
に
！

中
心
に
活
躍
し
て
い
る
若
手
作
一
素
直
で
美
し
い
感
性
は
、
言

★
魂
に
届
く
絵

一
国
ア
フ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

ゴ
ー
フ
ル
ァ
ル
デ
ア
北
野
・
一
少
し
違
う
、
透
明
感
あ
ふ
れ
る

４
Ｆ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
一
静
か
な
作
品
が
多
い
。
社
会
情

い
て
、
８
月
３
日
か
ら
皿
日
ま
勢
の
不
安
、
悲
し
み
を
抑
え
た

で
、
東
ア
フ
リ
カ
の
現
代
作
家
中
で
の
、
明
る
さ
、
ユ
ー
モ
アジョン・

ジェンガ作

と
生
活
ア
ー
ト
展
が
開
催
さ
れ
一
は
、
私
た
ち
に
、
真
の
強
さ
を

た
。
今
回
は
特
に
、
ケ
ー
ー
ア
を
一
教
え
て
く
れ
る
。

が
感
じ
と
れ
る
。
赤
道
直
下
の

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
内
面

｡

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより

の
ア
Ｆ
Ｆ
ｍ
力
く
一
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
内
面

★
魂
に
届
く
絵
一
国
ア
フ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

ゴ
ー
フ
ル
ァ
ル
デ
ア
北
野
・
－
少
し
違
う
、
透
明
感
あ
ふ
れ
る

４
Ｆ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
静
か
な
作
品
が
多
い
。
社
会
情

い
て
、
８
月
３
日
か
ら
皿
日
ま
勢
の
不
安
、
悲
し
み
を
抑
え
た

で
、
東
ア
フ
リ
カ
の
現
代
作
家
中
で
の
、
明
る
さ
、
ユ
ー
モ
ア

》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
蹄
畔
拙
翻
翻
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》

一
ｎ
枚
綴
り
が
３
６
５
０
０
円
。

め
こ
二
三
ｍ
麺
詞
ア
ー
宛

要
予
約
。
５
名
様
以
上
で
お
申

☆
と
っ
て
お
き
の
味
し
込
み
下
さ
い
。
（
チ
ケ
ッ
ト

ホ
テ
ル
全
但
で
は
、
た
だ
今
制
）

夏
の
特
別
企
画
中
。
生
ビ
ー
ル
一
席
・
２
時
間
…
レ
ー
ザ
ー

飲
み
放
題
と
お
料
理
取
り
合
わ
カ
ラ
オ
ケ
も
付
い
て
い
ま
す
。

騨蕊
北の海の香り漂う北前会席・券ト

ー－－一色＝■一二■■－－Ｂａ一＝‐＝＝一一－一一＝一 - 一一＝＝画一■■■画■凸②■

蕊

サマーくつろぎセット「花水」

味
わ
い
の
あ
る
夏
に
。
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§蕊灘

１
１１３
１

○
で
、
之

P E O P L E ＜1 2 6 ＞

ｌ
幼
稚
園
児
９
０
０
円
／

２
才
以
下
無
料

メ
ニ
ュ
ー
は
、
卵
料
理
・
肉
類
・

野
菜
料
理
・
サ
ラ
ダ
コ
ー
ナ
ー
・

フ
ル
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
・
パ
ン
・
ホ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
（
朝
粥
と
お
漬
物

・
味
噌
汁
・
冷
や
や
つ
こ
）
・
お

飲
み
物
に
分
か
れ
て
お
り
、
い
ろ

い
ろ
お
好
み
に
合
わ
せ
て
選
ん
で

い
た
だ
く
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

屋
外
テ
ラ
ス
も
ご
利
用
を
。

隷鍵認識

灘 譲

▼モロゾフより「カラメルプ
リン」をプレゼント
上柵で紹介した北野ミセス

モロゾフでしか置いていない
この商品。６個入（￥1 5 0 0 ）
を1 0 名様にプレゼントしま
す。ミセスモロゾフのロゴが
入ったパッケージは、かわい
くて新鮮／プリンのおいしさ
は、ご承知の通り。どしどし
ご応募ください。

鱗
譲
鶴
鶴

爵

画守■司財

#i蕊罰繍

e 嬢轄穎S 蝿

トひときわ目立つ外観
▼淡いピンクがきれいな店内

潔
晶

▽
応
募
方
法
③
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
下
山

手
通
３
丁
目
１
１
躯
ツ
イ
ン
ズ
ト
ア
ピ
ル
４
Ｆ
「
月

刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百
店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご

応
募
下
さ
い
。
８
月
末
日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当

選
者
に
は
神
戸
っ
子
か
ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書

を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま
で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取

り
に
お
越
し
下
さ
い
。

堂軽＆, 鞍: g 蝉韓日
時
９
月
、
日
（
土
）

犯
時
訓
分
Ｉ
鋤
時

会
場
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ

妬
Ｆ

参
加
費
は
２
０
０
０
円
で
、
お
茶

と
和
菓
子
が
つ
い
て
い
ま
す
。

風
お
申
込
み
は
お
電
話
で

ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ツ
－

０
７
８
１
３
０
３
１
５
５
５
５
一

蕊議

露

繍鍵

１曲

鶴
譲
鍵

蕊識。j蕊蕊

PＲＥＳＥＮＴ
Ｃ０ＲＮＥＲ

－
，
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
よ
り

『
○
で
一
○
⑫

一
お
知
ら
せ

●
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
｜
こ
の
夏
休
み
、
南
館
４
Ｆ
・
テ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
講
座
ラ
ス
レ
ス
ト
ラ
ン
レ
ヴ
ァ
ン
テ
で

「
小
袖
昇
風
を
作
っ
た
男
ｌ
野
は
、
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
を
お
楽
し

村
正
治
郎
」
と
題
し
て
、
国
立
歴
み
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

史
民
俗
博
物
館
員
・
丸
山
伸
彦
さ
た
。
南
仏
リ
ゾ
ー
ト
を
思
わ
せ
る

ん
の
講
座
が
開
か
れ
ま
す
。
光
と
風
の
中
で
、
爽
や
か
な
ひ
と

小
袖
界
風
と
、
そ
の
制
作
者
野
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

村
正
治
郎
に
焦
点
を
当
て
、
制
作
期
間
８
月
１
日
（
月
）
Ｉ
弧
日

の
意
図
や
扉
風
の
成
立
ち
な
ど
に
（
水
）
午
前
７
時
１
，
時

つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
料
金
大
人
１
８
０
０
円
／
３
才

す
。
ｌ
幼
稚
園
児
９
０
０
円
／

③帽子の魔術師

山口巌さん〈篭識豊難専務取締役、／
マキシンに入社して、今年で4 1 年目。

デザインをしながら、制作もする。帽子
づくりにおいては、日本の第一人者と言
ってもよい。「人間の大切な部分、頭に
かぶるものですから、決してぞんざいに
は扱えません｣ 。まず、お客様の事を考
え、“気持ち”を大事にする。心あたた
かな、“創る人”だ。

☆
北
野
ミ
セ
ス
モ
ロ
ゾ
フ
が

７
月
知
日
に
オ
ー
プ
ン
ノ
．

北
野
通
り
に
、
モ
ロ
ゾ
フ
が
新

し
い
お
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

そ
の
名
も
「
ミ
セ
ス
モ
ロ
ゾ
フ
」
。

地
下
１
Ｆ
は
、
菓
子
工
房
。
ベ

ー
カ
リ
ー
。
で
き
た
て
の
品
々
が

ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
す
。
焼
き

た
て
の
パ
ン
の
匂
い
に
思
わ
ず
つ

ら
れ
て
し
ま
い
そ
う
。
２
Ｆ
は
、

カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
。
北
野
の

お
し
ゃ
れ
な
街
並
を
眺
め
な
が
ら

の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
は
い
か
が
で
す

か
。
菓
子
工
一
房
で
つ
く
ら
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
ケ
ト
キ
、
ク
ロ
ワ
ッ
サ

ン
サ
ン
ド
を
は
じ
め
、
手
打
ち
パ

ス
タ
や
ラ
ザ
ー
ニ
ャ
な
ど
、
メ
ニ

ュ
ー
も
豊
富
で
す
／
、

図
神
戸
市
中
央
区
北
野
２
丁
目
加
１
４

回
０
７
８
（
２
２
１
）
８
１
５
１

夏
（
４
月
ｌ
如
月
）
的
時
１
泊
時

冬
（
Ⅶ
月
１
３
月
）
加
時
ｌ
把
時

定
休
日
毎
週
水
晒
日

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



謬
瀞

卜
・
デ
．
一
一
ｌ
□
の

お
び
た
だ
し
い
多
く
の
映
画
に
出
演
し
て
き
た
ロ
バ
ー
ト
・
デ

・
ニ
ー
ロ
（
五
十
一
才
）
が
、
初
め
て
監
督
を
し
た
。
マ
ー
チ
ン

・
ス
コ
ッ
セ
シ
監
督
の
「
タ
ク
シ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
」
イ
タ
リ
ア

の
ベ
ル
ト
ル
ッ
チ
監
督
の
「
１
９
０
０
年
」
（
と
も
に
一
九
七
六
）

こ
の
こ
ろ
は
新
鮮
だ
っ
た
。
鼻
の
大
き
な
目
の
小
さ
な
口
の
ひ
ん

め
く
っ
て
そ
の
顔
は
日
本
の
古
き
歌
舞
伎
絵
の
あ
の
写
楽
の
「
役

者
絵
」
に
似
て
い
る
。
そ
の
彼
の
お
び
た
だ
し
い
作
品
を
見
つ
づ

け
て
い
る
う
ち
に
ジ
ャ
ッ
ク
。
ニ
コ
ル
ソ
ン
同
様
に
オ
ー
バ
ー
。

ア
ク
ト
で
胸
く
そ
が
悪
る
く
な
っ
て
き
た
。
と
く
に
ペ
ニ
ー
。
マ

ー
シ
ャ
ル
監
督
の
「
レ
ナ
ー
ド
の
朝
」
（
九
○
）
の
病
人
の
演
技

の
ひ
つ
こ
さ
は
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
思
っ
て
…
…
こ
ん
ど
の

．'蝋長寿。ｉ鴬

瀞
鯉
露
輔
鱗
蝿
悪

鞍弔難

監
督
作
品
に
用
心
の
腰
の
ベ
ル
ト
を
し
め
て
見
た
。

と
こ
ろ
が
意
外
と
は
失
礼
な
が
ら
、
こ
れ
が
実
に
い
い
。
デ
・

ニ
ー
ロ
は
自
分
の
も
の
を
こ
こ
に
初
め
て
見
せ
た
、
と
い
う
よ
り

も
見
せ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
グ
ッ
ド
・
テ
イ
ス
ト
。
い
い
趣

味
だ
っ
た
。

話
は
、
浅
草
の
小
さ
な
小
屋
の
講
談
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。
い
わ

ゆ
る
（
人
情
モ
ン
）
だ
。

実
は
こ
れ
は
、
チ
ャ
ズ
・
パ
ル
ミ
テ
ン
と
い
う
ブ
ロ
ン
ク
ス
生

れ
の
芸
人
の
脚
本
で
こ
れ
を
自
分
自
身
が
舞
台
で
（
ひ
と
り
芝
居
）

を
し
た
の
だ
と
い
う
。
ひ
と
り
芝
居
と
い
う
か
ら
は
一
人
で
何
役

も
や
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ひ
と
り
で
語
る
人
情
講
談
か
。

こ
れ
を
デ
・
ニ
ー
ロ
が
早
く
か
ら
目
を
つ
け
て
自
分
の
映
画
に

、
、
、

し
た
が
っ
て
い
た
。
》
」
の
み
が
い
い
。

と
い
う
の
は
舞
台
が
ブ
ロ
ン
ク
ス
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
西
側
の

イ
ー
ス
ト
・
リ
ヴ
ァ
ー
を
は
さ
ん
で
こ
こ
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と
ブ

ロ
ン
ク
ス
と
ク
イ
ー
ン
ズ
が
あ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
は
浅
草
だ
。

江
戸
っ
子
だ
。
ブ
ロ
ン
ク
ス
は
お
っ
と
り
型
の
移
民
の
多
い
下
町

人
情
の
町
。
ク
ィ
ー
ン
ズ
は
古
き
都
市
を
誇
り
の
お
す
ま
し
屋
サ

ン
。と

い
う
わ
け
で
こ
の
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
下
町
ム
ー
ド
の
そ
れ
も
汚

い
せ
ま
つ
く
る
し
い
町
の
バ
ス
の
運
転
手
が
デ
。
ニ
ー
ロ
。
女
房

と
の
あ
い
だ
に
九
才
の
坊
や
（
フ
ラ
ン
シ
ス
・
キ
ュ
プ
ラ
）
が
い

る
。
こ
の
坊
や
、
面
白
が
っ
て
自
分
の
ア
パ
ー
ト
の
す
ぐ
近
く
の

、
、
、

や
く
ざ
の
集
り
を
覗
き
に
ゆ
く
。
ぱ
く
ち
の
サ
イ
コ
ロ
を
こ
ろ
が

す
の
を
見
て
い
る
う
ち
に
〃
坊
主
、
お
め
え
も
や
っ
て
み
ね
ぇ
″

坊やは年ごろになる黒人の彼女ができる。 只雀

１
１１４
１

初
の
監
督
及
び
主
演
作
品
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ロ
に
初
め
て
東
京
で
逢
っ
た
の
が
、
彼
の
「
レ
イ
ジ
ン
グ
・
ブ
ル
」

（
一
九
八
○
）
彼
の
三
十
七
才
の
と
き
だ
っ
た
。
拳
闘
家
の
役
な

の
で
毎
日
毎
日
う
ん
ざ
り
す
る
ほ
ど
ビ
フ
テ
キ
を
喰
べ
て
体
重
を

増
し
ま
し
た
ョ
と
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
た
あ
た
り
、
い
か
に
も
や
さ
し

、
、
、

い
役
者
ふ
ぜ
い
が
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
日
の
ホ
テ
ル
に
は
一
」
の
映

画
の
監
督
の
マ
ー
チ
ン
・
ス
コ
ッ
セ
ッ
シ
も
来
て
い
て
同
じ
部
屋

だ
っ
た
。
二
人
今
や
第
一
級
監
督
も
、
こ
の
日
、
こ
の
ホ
テ
ル
の

部
屋
で
、
ま
っ
た
く
お
と
な
し
い
人
だ
っ
た
。

デ
・
ニ
ー
ロ
は
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
（
一
九
八
六
）
の
こ
ろ
か
ら

オ
ー
ヴ
ァ
・
ア
ク
ト
気
味
に
な
っ
て
き
た
。
「
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・
ラ

ン
」
（
八
八
）
で
も
「
俺
た
ち
は
天
使
じ
ゃ
な
い
」
（
八
九
）
で
も

「
レ
ナ
ー
ド
の
朝
」
で
も
い
つ
も
主
演
と
い
う
よ
り
共
演
だ
っ

た
。
ひ
と
り
の
主
演
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
自
然
と
オ
ー
ヴ
ァ
・

ア
ク
ト
の
目
立
ち
屋
に
な
り
た
く
な
っ
た
の
か
。

「
レ
イ
ジ
ン
グ
。
ブ
ル
」
で
は
ア
カ
デ
ミ
ー
主
演
賞
、
ノ
ミ
ネ

イ
ト
は
ず
い
ぶ
ん
多
い
。

デ
・
ニ
ー
ロ
は
イ
タ
リ
ア
人
だ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
れ
の
イ
タ

リ
ア
人
移
民
の
子
だ
っ
た
。
現
在
の
夫
人
は
黒
人
と
い
う
こ
と
だ

が
、
そ
の
ま
え
の
夫
人
も
黒
人
の
歌
手
だ
っ
た
。
彼
は
イ
タ
リ
ア

移
民
の
子
と
い
う
生
れ
か
ら
世
界
す
べ
て
同
じ
（
人
間
）
を
身
に

し
み
て
実
行
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
ん
ど
の
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
の
監
督
作
品
を
見
て
、
こ

れ
か
ら
が
、
楽
し
み
だ
。
彼
は
映
画
を
よ
く
知
っ
て
い
る
ぞ
／
、

５
１
１
１
１

と
ボ
ス
株
の
ソ
ニ
ー
（
こ
れ
が
こ
の
映
画
の
脚
本
を
書
き
舞
台
で

も
上
演
し
自
分
が
ひ
と
り
芝
居
を
や
っ
た
本
人
の
チ
ャ
ズ
・
パ
ル

ミ
ン
テ
リ
）
。
こ
こ
で
つ
け
加
え
た
い
の
は
九
才
の
坊
や
を
や
る

少
年
も
こ
の
チ
ャ
ズ
も
本
当
に
ブ
ロ
ン
ク
ス
生
れ
、
そ
し
て
こ
の

ブ
ロ
ン
ク
ス
に
は
イ
タ
リ
ア
移
民
が
多
い
。
イ
タ
リ
ア
移
民
と
い

え
ば
デ
。
ニ
ー
ロ
の
両
親
も
イ
タ
リ
ア
移
民
。
だ
か
ら
こ
の
映
画

、
、
、

、
、

は
本
物
の
●
フ
ロ
ン
ク
ス
な
ま
り
、
そ
れ
に
イ
タ
リ
ア
移
民
の
な
ま

、り
を
場
面
か
ら
聞
く
こ
と
が
出
来
る
わ
け
。

そ
れ
で
バ
ス
の
運
転
を
し
な
が
ら
我
が
子
の
心
配
。
と
こ
ろ
が

そ
の
息
子
が
あ
の
ヤ
ク
ザ
の
親
方
が
マ
フ
ィ
ア
の
喧
嘩
沙
汰
で
相

手
の
ひ
と
り
を
拳
鉄
で
ぶ
つ
殺
し
た
そ
の
現
場
を
見
て
い
た
の

繍灘蕊i 蕊I 聯畷繍鍵鍵織総織 1０

｢ プロンクス物語一愛につつまれた街」監督のロバート・デ・ニーロ

が
、
バ
ス
の
運
転
手
の
あ
の
九
才
の
息
子
だ
。
そ
れ
で
警
察
が
そ

の
子
に
犯
人
の
名
を
聞
い
た
が
こ
の
子
ひ
と
こ
と
も
吐
か
な
い
。

つ
い
に
一
言
も
吐
か
ぬ
の
で
ボ
ス
は
助
か
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
で
こ
の
ボ
ス
は
目
に
も
入
れ
た
い
く
ら
い
こ
の
子

を
可
愛
い
が
り
愛
し
き
っ
た
。
父
親
の
バ
ス
の
運
転
手
が
心
配
で

我
が
子
を
殴
り
と
ば
し
て
あ
の
ボ
ス
の
と
こ
ろ
へ
は
行
く
な
と
、

き
め
つ
け
る
。

こ
の
映
画
、
二
人
の
お
と
つ
つ
あ
ん
の
映
画
、
二
人
の
親
の

愛
。
そ
し
て
こ
の
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
ご
み
だ
ら
け
の
下
町
の
な
か
に

咲
い
た
人
情
の
花
。

デ
・
ニ
ー
ロ
の
趣
味
が
わ
か
っ
て
き
た
。
私
は
こ
の
デ
。
一
一
－
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竹村催浄氏

☆
竹
村
健
一
・
上
月
晃

「
講
演
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
夕
べ
」

本
誌
掲
載
八
夢
対
談
Ｖ
〃
新

世
紀
を
語
る
″
で
お
馴
染
み
、

姫
路
独
協
大
学
教
授
。
小
室
豊

允
氏
が
、
竹
村
健
一
氏
を
迎
え

て
講
演
と
対
談
を
行
う
。
対
談

は
サ
ン
Ｔ
Ｖ
の
公
開
録
画
（
小

室
豊
允
の
次
代
を
読
む
）
と
な

る
た
め
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

後
半
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
は

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
上
月
晃
さ

ん
ら
豪
華
な
顔
ぶ
れ
が
出
演
。

上月晃さん

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

116

蓋
小雪答允氏

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

灘画

初
秋
の
夕
べ
、
熱
い
ト
ー
ク
と

シ
ャ
ン
ソ
ン
に
酔
う
こ
と
が
で

き
そ
う
。

◇
日
時
９
月
妬
日
（
月
）
腸
時
開
場

◇
会
場
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

的
Ｆ
（
真
珠
の
間
）

◇
入
場
料
１
５
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

未
来
企
画
雷
晒
１
２
７
１
１
９
８
５
１

☆
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
剛
が
、
９
月
に

弧
年
の
市
民
が
創
る
舞
台
芸

術
の
祭
典
〃
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〃
が
９
月
に

開
催
さ
れ
る
。

・
９
／
理
（
木
）
中
ホ
ー
ル
￥

２
，
０
０
０
Ｐ
Ｍ
６
・
・
鋤
フ
ラ

メ
ン
コ
舞
踊
公
演
で
東
仲
一

矩
、
淡
谷
和
仁
、
藤
田
佳
代
の

出
演
で
「
源
氏
物
語
・
葵
の
上
」

振
付
け
に
上
甲
裕
久
が
加
わ
り

ス
ペ
イ
ン
舞
踊
が
日
本
情
念
に

挑
む
。

・
９
／
別
（
土
）
中
ホ
ー
ル
入
場

無
料
Ｐ
Ｍ
６
・
・
釦
音
楽
は
心
の

栄
養
ｌ
ユ
ニ
ー
ク
な
音
楽
家
た

ち
の
演
奏
会
。
安
藤
義
則
サ
ン

ト
リ
ノ
ー
レ
バ
ン
ド
、
南
夏
世
、

水
津
節
子
、
山
崎
繁
、
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
ロ
ー
ザ
の
出
演
。

私
の
出
会
っ
た
宝
子
た
ち
（
婚
）

ｌ
愛
情
が
一
番
で
す
ｎ
さ
ん
ｌ

Ｔ
さ
ん
が
初
め
て
学
園
に
き
た
時
は

学
生
服
の
詰
め
襟
姿
が
と
て
も
よ
く
似

合
っ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
は
、
き
り
つ
と

引
き
締
ま
っ
た
い
い
顔
を
し
て
い
た
そ

う
な
。あ

れ
か
ら
十
二
年
。

今
で
は
、
年
々
増
え
続
け
る
体
重
を
持

て
余
す
よ
う
に
、
ソ
フ
ァ
ー
に
ド
タ
ー

と
座
り
込
ん
で
い
る
か
、
外
に
出
て
ド

カ
ッ
と
腰
を
下
ろ
し
て
回
り
の
草
を
む

し
り
な
が
ら
、
一
日
を
の
ん
び
り
と
ゆ

っ
た
り
と
過
ご
し
て
い
る
。

に
ぎ
や
か
な
こ
と
が
嫌
い
で
、
行
事

な
ど
、
大
勢
人
が
集
ま
っ
た
り
、
カ
ラ

オ
ケ
が
始
ま
る
と
、
耳
を
ふ
さ
い
で
、

静
か
な
場
所
に
移
動
し
て
し
ま
う
。

け
れ
ど
演
歌
は
大
好
き
で
、
「
お
ゆ

き
」
を
か
け
て
や
る
と
、
ス
ー
と
入
っ

て
き
て
マ
イ
ク
を
持
っ
て
歌
だ
け
う
た

う
と
ま
た
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
ま
す
。

ヌ
ー
ポ
ー
と
し
て
い
る
彼
だ
け
ど
、

特
技
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
ピ
ア
ノ
。
十
八
番
で
あ
る

「
ス
キ
ー
」
を
、
う
た
い
な
が
ら
弾
い

て
い
る
姿
は
ま
る
で
（
少
し
太
目
の
）

ク
レ
イ
ダ
ー
マ
ン
？
そ
ん
な
彼
に
お

母
さ
ん
は
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
「
Ｔ
に
は

愛
情
が
一
番
で
す
」
。
ゆ
っ
た
り
と
、

の
ん
び
り
と
し
た
性
格
は
き
っ
と
お
母

さ
ん
の
愛
情
の
賜
物
。

一
に
も
愛
情
。
二
に
も
愛
情
。

明
日
も
ね
。
（
Ｎ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通八

’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
隣

Ｔ
Ｅ
Ｌ
ｏ
Ｆ
Ａ
ｘ

○
七
八
’
二
二
一
’
二
一
一
四

北
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で

毎
年
開
か
れ
る
「
児
童
図
書

展
」
。
肥
年
目
を
迎
え
た
「
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
は
、
１
４
０
０
人
以
上

も
応
募
が
あ
り
、
副
人
が
入
選

し
た
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
日

本
人
２
人
を
含
む
妬
力
国
帥
人

に
よ
る
３
９
９
点
の
作
品
を
展

示
す
る
。
ま
た
特
別
陳
列
と
し

て
「
加
年
代
日
本
の
絵
本
原
画
」

・
９
／
妬
（
日
）
中
ホ
ー
ル
￥

２
，
０
０
Ｏ
Ｐ
Ｍ
２
．
．
ｍ
神
戸

の
オ
ペ
ラ
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト

／
三
室
尭
、
田
原
祥
一
郎
、
日

紫
喜
美
恵
、
田
中
潤
子
、
清
水

光
彦
、
荒
田
裕
子
、
坂
本
環
、

林
剛
一
、
漬
崎
加
代
子
、
安
保

淑
子
、
山
本
裕
一
さ
ん
ら
の
出

演
／
大
阪
シ
ン
フ
ォ
ニ
カ
ー
を

松
尾
葉
子
が
指
揮
す
る

同
問
い
合
せ
、
１
３
５
１
１
３
５
３
５

☆
Ⅷ
イ
タ
リ
ア
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
原
画
展
、
西
宮
で

絵
本
は
本
来
、
子
ど
も
た
ち

が
初
め
て
美
術
の
世
界
に
触
れ

る
機
会
。
し
か
し
昨
今
は
読
者

層
が
大
人
に
ま
で
広
が
っ
て
き

て
い
る
。

｢ うるさいおうち｣ ユッタ･ テイム
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ザ。Ｇ・サウンズ
のフロントマン
東ユースケ氏

リ
ー
ス
し
た
。
Ⅷ
年
代
の
グ
ル

ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
と
し
て
、
懐
し

さ
と
ほ
ろ
苦
さ
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
。
神
戸
の
元
天
才
プ
ロ

ポ
ク
サ
ー
浅
川
誠
二
氏
に
捧
げ

た
名
曲
弓
○
両
日
田
圃
○
屑
‐

ロ
詞
画
ｚ
」
も
両
Ａ
面
と
し
て
入

っ
て
い
る
充
実
し
た
１
枚
だ
。

発
売
元
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
。

■
お
問
い
合
わ
せ

東
ユ
ー
ス
ケ
と
ザ
。
Ｇ
・
サ
ウ
ン
ズ

事
務
局
衝
０
７
９
７
１
Ｗ
１
２
３
１
６

、
も
紹
介
さ
れ
る
。

印
刷
さ
れ
た
絵
本
か
ら
は
計

り
知
れ
な
い
、
原
画
の
持
つ
微

妙
な
表
現
と
輝
き
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
魅
力
だ
。

◇
会
期
９
月
加
日
（
土
）
’
㈹
月

加
日
（
月
祝
）
水
晒
日
休
館

加
時
１
打
時
（
入
館
妬
時
半
ま
で
）

◇
会
場
西
宮
大
谷
記
念
美
術
館

宮
（
０
７
９
８
）
認
１
０
１
６
４

☆
中
央
区
が
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク

で
〃
海
の
盆
″
（
８
／
別
）

昨
年
開
か
れ
た
ア
ー
バ
ン
リ

ゾ
ー
フ
ェ
ア
で
、
中
央
区
は

〃
神
戸
大
盆
踊
り
大
会
″
が
盛

況
だ
っ
た
後
を
う
け
て
、
今
年

新
た
に
風
の
盆
の
向
う
を
張
っ

て
〃
海
の
盆
″
を
、
８
月
即
日

（
土
）
の
夜
６
時
１
９
時
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
。

昼
間
釦
万
人
の
人
口
が
夜
間

、
万
人
に
な
る
と
い
う
、
夜
と

昼
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ひ

ろ
ぱ
で
も
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
成
世
晶
平
、

西
原
和
恵
、
華
岡
美
恵
電
児
玉
利

夫
さ
ん
ら
の
唄
に
の
せ
て
、
誰

で
も
踊
れ
る
大
盆
踊
り
。

「
ユ
カ
タ
で
踊
る
」
コ
ン
テ
ス

ト
は
中
央
区
の
各
グ
ル
ー
プ
が

ユ
カ
タ
で
や
ぐ
ら
の
上
で
踊
り

埜
哩
フ
。ま

た
外
国
人
川
人
に
よ
る
国

際
盆
踊
り
大
会
や
、
屋
台
、
縁

日
バ
ザ
ー
な
ど
楽
し
い
夜
店
も

開
か
れ
る
。

☆
神
戸
生
ま
れ
の
旅
す
る
画
家

金
山
平
三
展
９
月
閉
日
ま
で

中
央
画
壇
を
離
れ
、
信
州
・

北
陸
・
東
北
へ
の
旅
に
生
き
た

金
山
平
三
。
そ
の
風
景
画
は
金

山
調
と
呼
ぶ
ほ
か
な
い
独
自
の

表
現
と
な
っ
て
い
る
。

没
後
加
年
を
記
念
し
、
半
世

紀
を
優
に
超
え
る
足
跡
を
振
り

返
る
。
ま
た
、
亡
く
な
る
ま
で

手
元
か
ら
離
さ
な
か
っ
た
手
造

り
の
人
形
や
、
留
学
時
代
の
絵

葉
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
併
せ
て

展
示
。
芝
居
を
愛
し
、
文
楽
を

愛
し
、
旅
を
愛
し
た
画
家
の
知

ら
れ
ざ
る
側
面
を
紹
介
す
る
。

◇
会
期
８
月
”
日
（
土
）
’
９
月

あ
日
（
日
）
月
隔
日
休
館

加
時
１
打
時
（
入
館
随
時
半
ま
で
）

◇
会
場
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

君
、
‐
８
０
１
１
１
５
９
１

☆
極
楽
寺
の
〃
愛
染
さ
ん
″
祭

半
世
紀
ぶ
り
に
開
か
れ
る

兵
庫
区
の
極
東
寺
と
い
え
ば

昨
年
９
月
に
復
活
し
た
「
愛
染

明
王
」
像
で
有
名
。
こ
れ
を
機

に
、
馳
年
ぶ
り
の
「
愛
染
祭
」

が
７
月
に
行
わ
れ
た
。

本
堂
で
は
、
信
者
ら
約
Ⅷ
人

が
日
本
一
大
き
い
と
い
う
〃
愛

染
さ
ん
〃
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

そ
の
後
は
一
転
、
桂
吉
朝
さ

ん
の
落
語
会
が
開
か
れ
、
半
世

紀
ぶ
り
の
祭
り
は
好
評
の
う
ち

幕
を
閉
じ
た
。
こ
れ
以
降
も
毎

年
開
か
れ
る
予
定
。

☆
東
ユ
ー
ス
ケ
と
ザ
．
Ｇ
・
サ

ウ
ン
ズ
、
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー

甲
南
大
学
在
学
中
に
漫
才
で

芸
能
界
デ
ビ
ュ
ー
、
現
在
は
ラ

ジ
オ
関
西
の
土
曜
日
深
夜
「
東

ユ
ー
ス
ケ
の
サ
テ
ス
タ
・
ブ
ギ

ウ
ギ
」
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

東
ユ
ー
ス
ケ
氏
が
、
デ
ビ
ュ
ー

Ｃ
Ｄ
「
エ
メ
ラ
ル
ド
の
瞳
」
を
リ

■
神
戸
の
本
棚

☆
『
コ
ー
ヒ
ー
と
い
う
文
化
』

２
年
前
に
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー
博
物
館

開
設
５
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た

「
国
際
コ
ー
ヒ
ー
文
化
会
議
」
が
本
に

鐸
織
蝿
》
識
駕
鍵

１
１１７
１ 霧

な
っ
た
。
、
ケ
国
か
ら
の
参
加
者
が
、

生
産
か
ら
カ
ッ
プ
ま
で
コ
ー
ヒ
ー
文
化

を
総
合
的
に
語
っ
て
い
る
。
五
世
紀
に

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宮
廷
で
日
本
の
有
田

焼
の
器
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
話

や
日
本
独
特
の
缶
コ
ー
ヒ
ー
文
化
論
な

ど
面
白
く
て
た
め
に
な
る
話
が
満
赦
。

こ
れ
－
冊
読
め
ば
、
世
界
の
コ
ー
ヒ
ー

文
化
博
士
に
な
れ
そ
う
だ
。

Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー
博
物
館
・
編

紫
田
書
店
刊
・
定
価
２
５
０
０
円

☆
『
月
眠
日
に
、
微
笑
み
を
。
』

こ
の
素
敵
な
タ
イ
ト
ル
は
も
と
も
と

朝
日
新
聞
の
論
説
委
員
だ
っ
た
扇
谷
正

造
氏
が
、
社
説
の
見
出
し
に
用
い
た
も

の
。
ブ
ル
ー
・
マ
ン
デ
ー
の
代
り
に
、

月
咽
日
か
ら
さ
わ
や
か
な
微
笑
み
を
浮

か
べ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ど
ん
な
に

一
週
間
が
明
る
く
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
「
人
間
関
係
」
を
テ
ク
ニ

ッ
ク
重
視
で
な
く
、
自
分
の
心
の
問
題

と
し
て
平
易
に
説
い
て
い
る
。
一
度
し

か
な
い
人
生
、
〃
自
分
″
を
も
っ
と
輝

か
せ
て
生
き
た
い
人
に
贈
る
一
冊
。

長
尾
晃
・
著

ぱ
る
す
出
版
刊
・
定
価
１
２
０
０
円

★
『
写
真
集
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
』

ジ
ュ
ン
ク
堂
サ
ン
パ
ル
店
で
の
個
展

も
好
評
だ
っ
た
神
戸
康
史
氏
。
今
回
は

見
て
美
し
い
風
景
や
歴
史
的
な
建
物
が

選
ば
れ
て
い
る
。
見
る
だ
け
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
旅
気
分
。
本
か
ら
取
り
外
せ
ば

キ
ャ
ビ
ネ
の
額
に
ぴ
っ
た
り
入
る
サ
イ

ズ
な
の
も
嬉
し
い
。
定
価
５
８
０
円
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花
ｆ
鰯
埼
卿
騨
瀞
聴
蕪
獅
藤

神
戸
港
、
元
町
は
、
新
し
い
神
戸
文
化

神
戸
セ
ン
ス
光
る
、
元
町
北
に
は
緑
香
る
諏
訪
山
、
の
発
信
地
で
あ
り
、
お
栖
落

東
に
は
旧
居
留
地
が
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
神

☆
「
元
町
加
年
」
を
記
念
し
異
国
情
緒
を
漂
わ
せ
、
戸
の
セ
ン
ス
が
光
る
、
セ
ン

て
の
催
し
が
次
、
次
に
行
わ
西
に
は
老
舗
が
軒
を
ス
が
満
ち
満
ち
た
街
、
そ
れ

れ
て
い
る
。
い
ま
か
ら
加
年
つ
ら
ね
る
商
店
街
が
広
が
る
が
元
町
の
本
領
で
あ
り
ま

前
「
元
町
加
年
」
の
時
に
は
そ
し
て
未
来
へ
Ｉ
す
。
弓
な
り
の
し
な
や
か
な

「
元
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
運
動
」
加
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
町
す
じ
は
百
年
前
と
変
ら
な

が
展
開
さ
れ
た
。
今
日
、
元
町
は
、
さ
ら
に
明
い
う
ね
り
だ
が
…
…
元
町
は

オ
ー
ル
ド
コ
ウ
ベ
の
古
き
日
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
力
強
く
新
し
い
。
〈
Ｙ
ｏ
Ｙ
〉
一

■ーロロ■' 皮
も
、
新
快
速
と
市
バ
ス
か
ら
世
の
中
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
画
ｍ
ｌ
３
６
２
１
４
９
５
１

調
達
。
た
か
は
し
も
う
さ
ん
を
払
拭
し
よ
う
と
神
戸
、
三
田
市
ま
で
。

旋
筏
漂
蕊
鮭
鐸
・
蘇
驚
雲
磐
蕊
鵠
織
謎

の
店
の
天
井
を
工
事
し
て
、
吊
ス
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
が
ち
な
店
で
発
売
中
。
問
い
合
わ
せ
は

満
員
の
神
戸
の
タ
ー
坊
が
経
営
－
坊
は
、
満
員
の
お
客
さ
ん
の
作
品
、
税
務
や
医
療
相
談
、
飲

す
る
〃
延
歌
″
に
珍
案
を
提
案
。
前
で
新
曲
披
露
。
延
歌
、
演
歌
食
・
衣
料
品
の
割
引
サ
ー
ビ
ス

☆
満
員
に
な
っ
た
ら
吊
皮
で
ど
招
い
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
の
高
齢
者
た
ち
が
「
シ
ル
バ
ー

脂
穂
廓
ゆ
錦
準
壁
鋸
祁
評
》
テ
』
竜
跨
蛙
輯
聡
懐
噸
噸
窪
楕
麺

言
う
の
だ
」
と
は
、
有
名
な
サ

さ
ん
は
、
流
行
っ
て
流
行
っ
て
新
作
で
ノ
ッ
テ
イ
ル
神
戸
の
タ
創
刊
。
投
稿
を
中
心
に
、
文
芸

う
ぞ
ノ
．
延
歌
の
店
は
エ
エ
で
エ
れ
た
。
「
兵
庫
大
悌
あ
り
が
た
倶
楽
部
」
を
結
成
し
た
。

識 マ
ン
ガ
家
の
た
か
は
し
も
う
や
節
」
や
、
「
海
の
盆
唄
」
の
８
月
に
は
同
名
の
情
報
誌
も

良
き
時
代
を
象
徴
す
る
、
元
す
。

町
か
ら
脱
皮
し
て
、
新
し
い
か
つ
て
、
海
外
か
ら
の
外

文
化
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
国
文
化
を
日
本
全
国
に
発

信
基
地
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
モ
信
、
紹
介
す
る
役
割
り
を
担

－
ド
の
街
、
元
町
。
っ
て
き
た
街
、
元
町
。

元
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
今
誕
生
加
年
を
迎
え
て
、

花時計

もうさんと夕一坊

弓司☆サ青シ６０Ｆ
春ル歳簿

: 填溌

蕊舞
う刊

灘
灘蕊

◇
神
戸
中
央
区
加
納
町
４
－
７
神
三
ピ
の
情
報
が
祷
狸
戦
。
様
々
な
特
典

は
ホ
ン
マ
に
エ
エ
ン
ヤ
デ
エ
。
な
ど
、
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
向
け

- 1 蝉“識翰《好一……
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１
１１８
１

⑳
【
○
ｍ
ｍ
で
○
ｍ
『

★
新
星
和
不
動
寵
株
式
会
社
の
平
島
一

代
表
取
締
役
社
長
が
辞
任
さ
れ
、
設
楽

勝
氏
が
後
任
と
し
て
代
淡
取
締
役
社
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
島
氏
は
五
月

に
就
任
さ
れ
た
財
団
法
人
日
本
生
命
済

生
会
理
事
長
に
専
任
さ
れ
ま
す
。
？

／
１
付
）

★
七
月
十
一
日
に
関
西
信
用
金
陣
と
西

宮
信
用
金
庫
が
合
併
。
新
し
く
関
西
西

宮
信
用
金
庫
（
会
長
田
端
基
宏
／
理
事

長
高
山
憲
一
／
副
理
事
長
紅
野
英
二
）

が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

★
日
本
郵
船
株
式
会
社
神
戸
支
店
長
の

安
中
琢
平
氏
が
、
株
式
会
社
ユ
ー
ー
ェ
ッ

ク
ス
（
墓
邑
に
勤
務
。
後
任
に
大
山

恩
太
氏
が
神
戸
支
店
長
に
就
任
。
（
７

／
１
付
）

☆
淡
神
文
化
財
協
会
・
財
団
法
人
の
じ

ぎ
く
文
化
財
保
謹
研
究
財
団
（
理
事
長

・
阿
部
嗣
治
）
は
、
九
月
》
日
を
も
っ

て
〒
鰯
神
戸
市
巾
央
区
磯
辺
通
四
丁
目

二
番
二
六
号
新
芙
蓉
ビ
ル
八
階
に
移

転
。
回
（
Ｕ
ｍ
ｌ
０
４
６
１
「
協
会
直

通
」
（
加
）
３
９
９
１
『
．
財
団
直
通
」
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
恥
）
ｍ
ｌ
Ｏ
４
６
０

★
（
有
）
前
捌
印
刷
工
業
所
（
代
衷
取
締

役
社
長
新
田
裕
盛
）
は
、
七
月
幸
日
を

も
っ
て
、
（
株
）
七
賎
社
に
改
称
。

★
九
月
・
一
一
日
（
土
）
宝
塚
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
作
崇
筒
井
康
陸
氏
の
ほ
ろ
酔
い
ラ

イ
ヴ
ト
ー
ク
「
近
況
と
想
像
」
が
催
さ

れ
ま
す
。
デ
ィ
ナ
ー
畑
．
、
鋤
１
羽
：
鋤

ト
ー
ク
四
・
．
鋤
Ｉ
型
：
、
料
金
１
２
，

０
０
０
円
西
館
す
み
れ
の
間
／
お
申
込

み
０
７
９
７
（
師
）
１
１
５
１

★
詩
人
の
た
か
と
う
匡
子
さ
ん
が
「
竹

内
浩
三
を
め
ぐ
る
旅
」
を
編
築
工
房
ノ

ア
か
ら
刊
行
。
定
価
１
８
８
０
円
。

★
足
立
勝
氏
の
脊
楽
生
活
弱
周
年
記
念

が
八
月
二
十
八
口
（
Ｒ
）
午
後
二
時
か

ら
、
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
前
売
券
３
０
０
０
円
（
当
日
券
３

５
０
０
円
）
お
問
合
せ
／
ブ
レ
ー
メ
ン

音
楽
研
究
所
０
７
９
８
（
銅
）
４
７
３
７

ソ
プ
ラ
ノ
／
足
立
輝
代
・
ピ
ア
ノ
／
足

立
り
か
さ
ん
が
共
演
。
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☆
美
味
い
魚
と
美
味
い
地
酒

四
季
折
々
の
味
わ
い
を
！

「
料
理
は
出
会
い
。
同
じ

素
材
で
も
お
い
し
い
食
べ
方

を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の

人
の
好
み
の
幅
が
広
が
り
ま

す
」
そ
う
語
る
の
は
、
長
崎

は
津
島
出
身
、
漁
師
を
父
に

持
つ
魚
菜
料
理
た
む
ら
の
ご

主
人
。
海
で
育
っ
た
だ
け
に

魚
を
見
分
け
る
目
は
確
か
。

「
都
会
に
は
自
然
が
な
い
。

ピアニストの中田さんと杉山シェフ( 左）

中
央
区
生
田
町
の
ガ
ー
デ
ン

ハ
ウ
ス
－
Ｆ
の
ス
タ
ジ
オ
を

毎
週
火
曜
日
だ
け
の
フ
レ
ン

チ
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
オ
ー

プ
ン
。
中
田
さ
ん
の
見
事
な

奥
田
善
己
さ
ん
の
ア
ー
ト
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
囲
ま
れ
た
ス

タ
ジ
オ
サ
ロ
ン
の
中
で
、
シ

ェ
フ
の
杉
山
正
彦
さ
ん
が
腕

を
ふ
る
い
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
の
ラ
イ
ブ
を
聞
く
と
い
う

リ
ッ
チ
な
雰
囲
気
と
フ
ラ
ン

ス
料
理
の
味
合
い
に
、
豊
潤

な
気
分
。
「
完
全
な
予
約
制

で
（
前
Ｒ
迄
）
お
一
人
様
か

ら
十
二
名
様
迄
で
シ
ェ
フ
の

お
ま
か
せ
料
理
コ
ー
ス
が
一

万
二
千
円
で
す
」
と
中
田
さ

ん
。
ま
た
ｎ
月
９
日
に
映
画

百
年
に
捧
げ
る
〃
映
画
音
楽

の
夕
べ
〃
を
フ
ル
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
岡
田
真
澄
の
司
会

で
、
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
。

■
ス
タ
ジ
オ
〃
パ
レ
ッ
ト
〃

中
央
区
生
田
町
２
１
２
‐
あ
ガ
ー
デ

ン
ハ
ウ
ス
－
階
茸
叩
ｌ
剛
１
２
２

７
８
火
晒
日
の
み
営
業
勉
・
・
卯

ｌ
釦
．
、
㈹

ン
パ
（
千
二
百
円
）
・
骨
付
き

カ
ル
ピ
（
千
七
百
円
）
。
・
チ
ヂ

ミ
（
九
百
円
）
。
定
食
か
ら
一

品
料
理
ま
で
予
算
に
応
じ
て

★
本
格
的
な
韓
国
の
家
庭
料

理
か
ら
宮
廷
料
理
ま
で

〃
元
気
の
素
は
美
味
し
い

料
理
と
マ
マ
の
笑
顔
“
。
「
お

客
様
に
喜
ん
で
頂
く
の
が
私

の
生
き
が
い
で
す
」
と
語
る

美
人
の
田
さ
ん
の
想
い
が
一

か
や

杯
こ
も
っ
た
伽
仰
の
料
理
は

全
て
天
然
素
材
を
使
用
。
一

人
一
人
の
健
康
を
考
え
て
量

や
辛
さ
を
調
節
し
て
く
れ
る

だ
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
も
び
っ
く

り
す
る
ほ
ど
豊
富
。
特
に
人

気
が
高
い
の
が
石
焼
き
ピ
ピ

び
っ

119

全州出身田さんが笑顔で迎えてくれる

女流書家望月美佐さんの字が光る店内

注
文
で
き
る
。
気
取
ら
ず
し

か
も
上
品
に
本
場
韓
国
か
ら

呼
び
寄
せ
た
調
理
師
が
作
る

料
理
が
味
わ
え
る
お
店
。

「
せ
っ
か
く
来
て
頂
い
た

の
に
お
待
た
せ
す
る
の
は
申

し
訳
な
い
の
で
予
約
を
し
て

頂
く
方
が
無
難
で
す
」
と
本

当
に
親
切
な
田
さ
ん
。
あ
な

た
も
伽
仰
で
韓
国
文
化
に
触

れ
て
み
て
は
？
元
気
に
な
る

こ
と
間
違
い
な
し
″

瞳
伽
師
（
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
）

中
央
区
中
山
手
通
１
１
Ｍ
‐
８
華
東

ピ
ル
ー
階
宙
、
ｌ
籾
１
７
９
７
６

Ⅷ
・
・
犯
Ｉ
腸
・
・
伽
Ⅳ
・
・
釦
１
，
．
．

叩
日
曜
・
祝
日
体

鱗
は
桜
餅
、
七
夕
に
は
流
し
そ

う
め
ん
、
と
忘
れ
か
け
て
い

た
日
本
の
伝
統
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
る
。
評
判
の
お
昼

の
定
食
は
コ
ー
ヒ
ー
・
デ
ザ

ー
ト
付
き
で
１
６
０
０
円
ｌ

と
嬉
し
い
お
値
段
。
「
お
い

し
か
っ
た
と
喜
ん
で
頂
く
の

が
一
番
の
楽
し
み
で
す
」

尚
予
約
を
し
て
お
く
と
ゆ

っ
く
り
味
わ
え
て
安
心
″

皿
四
季
魚
菜
料
理
た
む
ら

中
央
区
中
山
手
通
１
１
７
－
灼

茸
、
ｌ
鋼
１
１
２
６
８

Ⅲ
・
・
㈹
１
刺
・
・
帥
Ⅳ
・
・
伽
ｌ
創
・
・

的
日
畷
・
祝
日
体

☆
毎
週
火
曜
日
だ
け
の
フ
レ

ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
パ
レ
ッ
ト

ソ
フ
ト
な
ピ
ア
ノ
で
定
評

の
あ
る
中
田
実
郎
さ
ん
が
、

だ
か
ら
こ
そ
料
理
を
通
し
て

季
節
を
感
じ
て
ほ
し
い
ん
で

す
。
」旬

の
も
の
を
一
番
い
い
と

き
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め

に
た
む
ら
の
献
立
は
半
月
ご

と
に
変
わ
る
。
ひ
な
祭
り
に
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連
載
小
説
八
第
２
回
Ｖ
第
鵡
回
神
戸
文
学
賞
佳
作

霜
淡
ョ
耀
岬
難
ｉ
偽
ｒ
Ｑ

溌
遥
毒
鰯
．
佐
々
木
湘
絵
／
土
井
稔

零
、
薯
？
雌
嘩

１
１２０
１
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お
兄
ち
ゃ
ん
に
家
庭
教
師
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
く
の
教

育
大
の
三
回
生
で
将
来
は
中
学
校
の
教
師
に
な
る
ら
し
い
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
タ
イ
プ
で
、
私
の
好
み
。
と
い
う
こ
と
は
マ
マ

の
好
み
で
も
あ
る
わ
け
で
、
派
遣
会
社
の
紹
介
で
初
め
て
家
に
来

た
時
に
、
マ
マ
の
視
線
に
そ
れ
を
感
じ
た
。
高
校
時
代
サ
ッ
カ
ｒ

の
選
手
だ
っ
た
と
い
う
塚
本
と
い
う
そ
の
家
庭
教
師
は
、
日
焼
け

し
た
顔
に
真
っ
白
な
歯
を
見
せ
て
、

「
昔
か
ら
ズ
ボ
ン
の
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
い
で
困
る
ん
で
す
。
ウ
エ

ス
ト
と
太
も
も
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
」

と
笑
っ
た
。
私
は
思
わ
ず
彼
の
太
も
も
を
見
て
、
そ
の
自
分
の
視

線
に
気
が
付
い
て
、
み
る
み
る
顔
が
赤
く
な
っ
て
、
あ
わ
て
て
ソ

フ
ァ
を
立
っ
た
。

「
ほ
ん
と
、
見
事
な
脚
ね
。
ち
ょ
っ
と
触
ら
せ
て
」

と
マ
マ
の
言
葉
を
背
中
に
聞
く
と
私
は
髪
の
毛
が
逆
立
つ
ほ
ど
恥

ず
か
し
く
な
っ
た
。

「
ワ
ァ
Ｉ
固
い
わ
。
明
彦
も
さ
わ
っ
て
ご
ら
ん
」

と
マ
マ
は
屈
託
な
い
。

「
こ
の
子
も
運
動
神
経
は
人
並
み
以
上
の
く
せ
に
、
何
か
に
夢
中

に
な
る
こ
と
が
無
く
て
」

ゆ
っ
く
り
階
段
を
上
が
っ
て
い
く
私
を
抜
い
て
お
兄
ち
ゃ
ん
が

二
階
に
走
っ
て
上
が
っ
て
き
た
。

「
明
彦
オ
？
ど
う
し
た
の
？
」

変
な
子
ね
エ
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
ね
、
と
か
言
う
マ
マ
の
声
。

お
兄
ち
ゃ
ん
は
廊
下
を
変
な
歩
き
方
を
し
て
自
分
の
部
屋
に
入

っ
て
行
っ
た
。
後
か
ら
塚
本
さ
ん
が
一
一
段
飛
び
に
階
段
を
上
が
っ

て
来
る
。
私
と
目
が
合
う
と
、
ニ
コ
ッ
と
白
い
歯
を
見
せ
て
、
お

兄
ち
ゃ
ん
の
部
屋
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
た
。

「
明
彦
君
、
入
る
よ
」

ド
ア
の
隙
間
か
ら
、
ベ
ッ
ド
に
座
っ
た
お
兄
ち
ゃ
ん
が
チ
ラ
シ

と
上
同
づ
か
い
に
塚
本
さ
ん
の
顔
を
見
る
の
が
見
え
て
ｌ
ド
ア

が
閉
ま
っ
た
。

一
一
一
、

そ
の
晩
、
久
し
振
り
で
八
時
台
の
定
期
便
が
か
か
っ
て
き
た
。

私
は
気
に
な
っ
て
、
マ
マ
の
仕
事
部
屋
の
ド
ア
の
前
で
耳
を
澄
ま

せ
た
。マ

マ
は
少
し
興
奮
し
て
い
た
。

「
一
昨
日
奥
さ
ん
が
来
た
わ
。
あ
ん
な
こ
と
を
さ
れ
た
ら
迷
惑

よ
・
え
え
、
え
え
、
そ
う
し
て
よ
、
き
っ
と
よ
」

電
話
は
め
ず
ら
し
く
早
く
切
れ
た
。
マ
マ
が
、
と
り
つ
く
島
も

な
い
ほ
ど
淡
々
と
し
て
い
た
か
ら
だ
。
で
も
、
受
話
器
を
置
く
や

否
や
す
ぐ
ま
た
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。

「
ご
め
ん
な
さ
い
。
使
用
中
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」

そ
う
か
、
マ
マ
は
別
の
電
話
を
待
っ
て
い
た
ん
だ
。
さ
っ
き
の

八
定
期
便
Ｖ
へ
の
応
対
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
て
、
艶
っ
ぽ
く
優
し

い
マ
マ
の
一
癖
。

「
い
つ
お
会
い
で
き
る
の
？
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
忙
し
い
の

よ
・
私
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど
重
症
だ
わ
。
心
身
症
の
ね
」

ド
ク
タ
ー
だ
。
私
は
直
感
し
た
。
細
い
筋
の
白
髪
が
妙
に
セ
ク

シ
ー
な
ド
ク
タ
ー
の
目
を
私
は
思
い
浮
か
べ
た
。
マ
マ
の
か
ら
み

つ
く
よ
う
な
声
は
い
か
に
も
悩
ま
し
げ
だ
っ
た
。

「
そ
う
じ
ゃ
な
い
わ
。
お
会
い
す
る
だ
け
で
い
い
の
よ
・
顔
を
見

て
い
る
だ
け
で
．
．
…
・
…
。
そ
ん
な
に
い
じ
わ
る
す
る
ん
だ
っ
た
ら

『
患
者
』
の
振
り
を
し
て
病
院
に
行
く
わ
よ
」

急
に
涙
声
に
な
っ
た
。
が
、
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

「
ご
め
ん
な
さ
い
。
悪
か
っ
た
わ
。
無
理
言
っ
て
ご
め
ん
な
さ

い
」「

え
？
本
当
？
い
い
の
？
」

マ
マ
の
声
が
明
る
く
な
っ
た
。

「
も
ち
ろ
ん
よ
」

「
わ
か
っ
た
わ
。
じ
ゃ
」

受
話
器
を
置
い
て
フ
フ
フ
、
と
笑
う
声
が
し
た
。
私
は
ド
ア
か

ら
離
れ
た
。
マ
マ
が
、
上
機
嫌
の
時
い
つ
も
す
る
よ
う
に
腰
の
上

で
後
手
を
組
む
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
が
目
に
見
え
る
よ
う
だ
っ
た
。

マ
マ
は
本
当
に
ド
ク
タ
ー
が
好
き
な
ん
だ
。
私
は
確
信
し
た
。

じ
ゃ
あ
八
大
沢
Ｖ
と
い
う
人
は
？
私
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
多
分
マ
マ
が
原
因
で
夫
婦
が
う
ま
く
行
か
な
く
な
っ
た
ん
だ

１
１
２
１
１
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塚
本
さ
ん
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
我
が
家
の
流
れ
が
変
わ
っ

た
。
火
曜
と
金
曜
に
な
る
と
マ
マ
は
六
時
前
に
帰
っ
て
来
て
（
今

ま
で
、
七
時
よ
り
前
に
帰
る
の
は
と
て
も
ま
れ
だ
っ
た
マ
マ

が
！
）
、
ち
ゃ
ん
と
夕
飯
を
作
っ
て
か
ら
、
七
時
半
に
来
る
塚
本

さ
ん
の
た
め
に
紅
茶
と
ケ
ー
キ
を
セ
ッ
ト
し
た
り
す
る
。

お
兄
ち
ゃ
ん
は
塾
に
行
く
の
を
半
分
に
減
ら
し
て
、
前
よ
り
か

え
っ
て
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ｌ
気
が
す
る
．
そ
し
て
、
鏡

の
前
に
居
る
時
間
が
一
層
長
く
な
っ
た
。

か
く
言
う
私
も
、
塚
本
さ
ん
が
玄
関
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ー
ン
を
押

す
こ
ろ
に
な
る
と
時
計
ば
か
り
気
に
な
っ
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

ホ
ー
ル
を
横
切
る
用
事
を
作
っ
て
、
不
自
然
で
な
く
彼
に
、
こ
ん

ば
ん
わ
、
と
言
う
チ
ャ
ン
ス
を
持
と
う
と
す
る
。
私
の
部
屋
の
壁

に
貼
っ
て
あ
っ
た
ア
イ
ド
ル
歌
手
の
ポ
ス
タ
ー
は
消
え
、
代
わ
り

に
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
写
真
が
所
狭
し
と
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
塚
本

さ
ん
の
話
題
に
つ
い
て
い
け
る
よ
う
に
「
選
手
名
鑑
」
な
る
も
の

を
買
っ
て
、
名
前
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
特
徴
な
ど
を
一
生
懸
命
覚
え

た
。
試
験
前
で
も
こ
こ
ま
で
や
ら
な
い
。

初
恋
？

マ
マ
に
、

「
ね
え
、
『
好
き
』
と
い
う
の
と
『
恋
す
る
』
と
い
う
の
は
ど
う

ち
が
う
の
？
」

と
聞
く
と
、

「
そ
う
ね
エ
、
『
好
き
』
っ
て
い
う
の
は
八
そ
の
人
と
会
う
と
嬉

ろ
う
け
れ
ど
、
マ
マ
は
八
大
沢
Ｖ
さ
ん
に
は
ず
い
ぶ
ん
高
飛
車

だ
。
愛
し
て
な
い
ん
だ
ろ
う
か
？
で
も
愛
し
て
も
い
な
い
人
か

ら
の
電
話
を
拒
絶
し
な
い
の
か
し
ら
。

わ
か
ら
な
い
。
中
学
二
年
の
私
に
は
理
解
を
超
え
て
い
た
。
そ

れ
に
、
マ
マ
が
一
番
大
事
に
思
い
、
心
底
惚
れ
込
ん
で
い
る
の

は
、
他
な
ら
ぬ
パ
パ
で
あ
る
の
も
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
。

わ
か
ら
な
い
。
マ
マ
は
、
ち
ょ
っ
と
変
な
の
か
し
ら
。
一
度
に

三
人
の
男
を
愛
せ
る
も
の
な
の
か
し
ら
。

四
、

２
１
２
１
１

し
い
Ｖ
っ
て
一
一
一
一
戸
う
こ
と
で
『
恋
す
る
』
と
い
う
の
は
八
そ
の
人
と

会
え
な
い
と
つ
ら
い
Ｖ
と
い
う
こ
と
か
な
」

マ
マ
に
し
た
ら
名
言
だ
。
何
か
の
受
け
売
り
か
な
。

マ
マ
の
定
義
に
従
う
と
、
私
は
生
ま
れ
て
初
め
て
「
恋
し
た
」

こ
と
に
な
る
．
ｌ
会
え
な
い
と
つ
ら
い
．

家
中
が
塚
本
さ
ん
の
こ
と
で
色
め
き
立
っ
て
、
一
カ
月
が
経
っ

た
。
そ
し
て
ま
た
事
件
が
お
こ
っ
た
。
こ
ん
ど
は
私
の
身
に
ふ
り

か
か
っ
た
災
難
。

白
井
さ
ん
、
と
名
乗
る
若
い
女
の
人
か
ら
私
あ
て
に
電
話
が
か

か
っ
た
。
私
に
は
覚
え
の
な
い
名
前
。
電
話
に
出
る
と
、

「
お
嬢
さ
ん
？
」

「
は
い
…
…
…
」

「
私
、
塚
本
さ
ん
の
…
…
…
友
達
で
す
」

「
は
あ
」

「
ち
ょ
っ
と
お
話
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
お
会
い
で
き
ま
せ
ん
か
」

白
井
さ
ん
、
と
い
う
人
が
塚
本
さ
ん
の
、
多
分
ガ
ー
ル
フ
レ
ン

ド
だ
ろ
う
、
っ
て
こ
と
は
直
観
で
わ
か
っ
た
。
で
も
、
そ
れ
が
ど

う
し
た
ん
だ
ろ
う
。
彼
女
、
な
ん
だ
か
思
い
つ
め
て
る
み
た
い

で
、
も
し
や
、
と
ウ
ヌ
ボ
レ
心
が
私
の
胸
を
横
切
っ
た
。

翌
日
学
校
の
帰
り
に
会
う
約
束
を
し
て
、
そ
の
晩
は
眠
れ
な
か

っ
た
。
私
は
塚
本
さ
ん
に
恋
し
て
い
る
け
れ
ど
、
彼
の
心
を
確
か

め
た
こ
と
は
な
い
。
い
や
そ
ん
な
こ
と
あ
り
得
な
い
と
ハ
ナ
か
ら

決
め
て
い
た
。
塚
本
さ
ん
は
「
大
人
」
で
、
中
学
生
の
私
な
ん
か

子
供
あ
つ
か
い
し
て
「
女
」
と
し
て
認
め
て
く
れ
て
い
な
い
こ
と

は
態
度
で
わ
か
る
。

勉
強
し
て
る
か
い
、
な
ん
て
ボ
ン
と
頭
を
た
た
い
た
り
、
ち
ょ

っ
と
フ
ェ
ミ
ニ
ン
な
服
を
着
て
い
た
り
す
る
と
、

「
お
、
今
日
は
『
女
」
し
て
る
な
」

な
ん
て
い
と
も
軽
く
言
っ
て
の
け
る
。
声
を
か
け
ら
れ
る
の
は
嬉

し
い
け
れ
ど
、
ま
る
で
子
供
扱
い
な
の
が
み
え
み
え
で
淋
し
く
な

る
。「

体
ば
っ
か
り
棒
つ
き
れ
の
よ
う
に
長
く
っ
て
、
曲
線
ぽ
い
ラ
イ

ン
に
か
け
る
わ
ね
、
美
香
は
」

マ
マ
は
い
つ
も
私
を
し
げ
し
げ
と
見
つ
め
て
眉
根
を
寄
せ
る
け
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に
日
焼
け
し
た
、
塚
本
さ
ん
と
と
て
も
似
合
い
そ
う
な
人
。
近
づ

れ
ど
、
中
学
二
年
だ
も
の
、
ま
だ
い
い
わ
、
と
気
に
も
と
め
な
い

で
い
た
。

で
も
、
塚
本
さ
ん
に
恋
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
お
風
呂
あ
が
り

に
洗
面
所
の
鏡
に
写
る
自
分
の
裸
を
見
る
と
、
や
っ
ぱ
り
胸
が
も

う
ち
ょ
っ
と
ふ
く
れ
て
た
ら
い
い
の
に
と
か
、
ウ
ェ
ス
ト
が
ま
る

で
な
く
て
ず
ん
ど
う
な
の
が
、
も
の
足
り
な
く
な
っ
て
き
た
。

「
美
香
、
そ
の
お
か
つ
ば
顔
な
ん
と
か
し
な
さ
い
。
た
だ
で
さ
え

顔
が
細
長
く
て
と
げ
と
げ
し
て
る
ん
だ
か
ら
、
髪
を
カ
ー
ル
す
る

と
か
さ
」
と
、
い
つ
も
マ
マ
。

「
パ
ー
マ
は
禁
止
な
の
」

「
く
せ
毛
で
す
、
と
か
何
と
か
言
え
ば
い
い
の
よ
」

急
に
癖
毛
に
な
る
訳
が
な
い
し
、
第
一
規
則
違
反
を
す
す
め
る

親
が
一
体
ど
こ
に
い
る
ん
だ
ろ
う
。

色
々
寝
床
で
考
え
る
と
ま
す
ま
す
眠
れ
な
く
な
っ
て
、
い
つ
の

間
に
か
窓
の
外
が
明
る
く
な
っ
て
き
て
い
た
。

朝
、
ふ
と
思
い
立
っ
て
カ
バ
ン
の
中
に
電
気
カ
ー
ラ
ー
を
入
れ

シ
ョ
ン
の
二
階
に
あ
る
パ
ー
ラ
ー
に
入
っ
て
、
レ
モ
ン
ス
カ
ッ
シ

い
て
い
っ
た
私
に
、
白
井
さ
ん
は
は
っ
と
し
て
、

視
線
を
流
し
て
ち
ょ
っ
と
赤
く
な
っ
た
。

「
宮
内
さ
ん
？
」

「
は
い
」

「
す
み
ま
せ
ん
、
呼
び
出
し
て
」

白
井
さ
ん
は
私
か
ら
目
を
離
さ
ず
に
言
っ
た
。

ブ
ラ
ウ
ス
を
少
し
着
く
ず
し
た
。
マ
マ
が
い
つ
も
し
て
い
る
よ
う

に
。信

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
セ
ク
シ
ー
な
私
に
な
っ
た
。

で
も
こ
ん
な
格
好
、
先
生
に
見
つ
か
っ
た
ら
大
変
だ
。
お
っ
か

な
び
っ
く
り
改
札
口
に
行
っ
て
、
「
白
井
さ
ん
」
を
待
っ
た
。

を
着
た
学
生
を
目
で
追
っ
て
い
た
。
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
健
康
的

た
⑥

て
家
を
出
た
。

下
校
後
、
駅
の
ト
イ
レ
に
入
っ
て
前
髪
と
サ
イ
ド
を
カ
ー
ル
し

た
。
マ
マ
の
言
っ
て
る
こ
と
は
正
し
か
っ
た
。

噂
シ
ン
デ
レ
ラ
の
よ
う
に
時
間
と
と
も
に
消
滅
し
そ
う
で
不
安

だ
っ
た
。

「
単
刀
直
入
に
言
う
わ
ね
。
あ
な
た
が
塚
本
さ
ん
の
こ
と
ど
う
思

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
聞
き
た
い
ん
で
す
」

目
印
の
黄
色
い
紙
袋
を
持
っ
た
人
は
、
改
札
口
の
前
で
、
制
服

１
を
注
文
し
た
。

「
高
校
何
年
生
？
」

「
あ
、
い
え
、
中
学
二
年
生
で
す
」

「
中
学
？
」

白
井
さ
ん
の
顔
に
一
瞬
、
驚
樗
の
色
が
走
っ
た
。

「
と
て
も
中
学
生
に
は
見
え
な
い
わ
」

「
背
だ
け
や
た
ら
高
く
て
」

「
そ
れ
に
セ
ク
シ
ー
よ
」

鏡
の
中
に
は
、
い
つ
も
と
違
う
、
と
て
も
大
人
び
た
私
が
い

第
一
ボ
タ
ン
を
は
ず
し
て
、
ア
ー
ム
ベ
ル
ト
を
し
て
、
制
服
の

上
か
ら
下
ま
で

こ
ん
ど
は
私
が
赤
く
な
る
番
だ
っ
た
。
に
わ
か
仕
立
て
の
色
気

１
１２３
１

彼
女
と
ス
テ
ー
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「
い
い
か
げ
ん
な
推
測
し
な
い
で
下
さ
い
。
そ
ん
な
に
大
事
な
人

だ
っ
た
ら
首
に
縄
、
付
け
て
お
け
ば
。
一
日
中
見
張
っ
て
い
れ

ば
」
私
は
後
ろ
も
見
ず
に
、
店
を
出
た
。

改
札
口
を
通
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
入
っ
て
き
た
電
車
に
乗
り
込
ん

で
も
、
私
の
胸
の
動
惇
は
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。
怒
り
と
も
恥
辱

と
も
驚
き
と
も
定
ま
ら
な
い
、
あ
る
激
昂
が
胸
を
吹
き
荒
れ
て
い

た
。
私
の
前
に
座
っ
て
い
た
人
が
顔
の
前
に
新
聞
を
立
て
た
の

で
、
吊
り
革
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
一
点
を
に
ら
み
つ
け
て
い
た
自
分

の
表
情
に
気
が
つ
い
て
、
急
に
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
。

駅
に
下
り
立
っ
た
時
に
は
、
が
っ
か
り
し
て
い
た
。
塚
本
さ
ん

は
マ
マ
に
恋
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
。
私
な
ん
か
相
手
に
す
る
は

ず
が
な
い
、
と
思
っ
て
い
た
ら
や
っ
ぱ
り
…
…
…
。

放
心
状
態
で
家
ま
で
た
ど
り
つ
い
た
。
い
つ
も
大
体
私
が
一
番

に
帰
る
の
で
、
習
慣
で
カ
ギ
を
出
し
て
ド
ア
を
開
け
た
。

見
慣
れ
た
お
兄
ち
ゃ
ん
の
ス
ニ
ー
カ
ー
が
目
に
入
っ
た
。

「
な
ん
だ
、
お
兄
ち
ゃ
ん
帰
っ
て
た
の
か
。
今
日
は
早
い
ん
だ
」

と
何
の
気
な
し
に
ひ
と
り
言
を
言
っ
て
、
目
が
く
ぎ
づ
け
に
な

っ
た
。
玄
関
の
た
た
き
の
隅
に
眼
底
に
焼
き
つ
い
て
い
る
塚
本
さ

ん
の
リ
ー
ガ
ル
の
革
靴
が
あ
っ
た
の
だ
。
来
て
る
ん
だ
。

思
わ
ず
時
計
を
見
た
。
六
時
前
だ
っ
た
。

ど
う
し
て
今
日
は
こ
ん
な
に
早
い
の
か
し
ら
、
と
ど
こ
か
で
思

い
な
が
ら
、
今
会
っ
た
ば
か
り
の
白
井
さ
ん
の
顔
と
声
が
洪
水
の

よ
う
に
私
の
頭
の
中
に
あ
ふ
れ
か
え
っ
た
。

二
階
へ
の
階
段
を
上
が
り
そ
う
に
な
っ
て
、
雷
に
う
た
れ
た
よ

う
に
、
立
ち
す
く
ん
だ
。
お
兄
ち
ゃ
ん
の
部
屋
が
し
ん
、
と
し
て

い
て
、
そ
の
中
で
二
人
が
息
を
ひ
そ
め
て
い
る
よ
う
な
気
が
突
然

し
た
か
ら
だ
。
あ
る
怖
し
い
考
え
が
浮
か
ん
だ
。

私
は
階
段
を
上
が
る
の
を
や
め
て
リ
ビ
ン
グ
に
行
っ
た
。

や
や
間
が
あ
っ
て
、
塚
本
さ
ん
の
声
が
、
少
し
調
子
の
高
い
声

が
、
し
た
。
数
学
の
問
題
の
説
明
を
し
て
い
た
。

リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ
ア
に
向
か
っ
て
ベ
ラ
ン
ダ
の
ガ
ラ
ス
か
ら
外

を
見
た
。
薄
く
墨
を
は
い
た
よ
う
な
夕
闇
を
バ
ッ
ク
に
私
の
顔
が

浮
か
ん
だ
。
そ
れ
に
ダ
ブ
っ
て
マ
マ
の
顔
と
、
そ
し
て
、
き
れ
い

に
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
し
た
お
兄
ち
ゃ
ん
の
顔
が
浮
か
ん
だ
。

１
１２４
１

つ
え
」

あ
ま
り
単
刀
直
入
す
ぎ
て
た
じ
ろ
い
だ
。

「
私
達
、
付
き
合
っ
て
る
の
。
二
年
に
な
る
わ
。
将
来
、
結
婚
す

る
か
も
し
れ
な
い
わ
」

「
そ
う
で
す
か
」

ト
ー
ン
が
急
に
沈
ん
だ
の
が
自
分
で
も
わ
か
っ
た
。

「
で
も
ね
。
最
近
彼
の
態
度
が
変
わ
っ
た
の
。
私
と
い
て
も
ね
、

妙
に
無
口
に
な
っ
た
り
、
面
倒
臭
そ
う
だ
っ
た
り
、
会
う
の
も
億

劫
が
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
」

私
は
黙
る
し
か
な
か
っ
た
。

「
そ
れ
は
ね
、
考
え
て
み
る
と
、
あ
な
た
の
家
、
宮
内
さ
ん
の
と

こ
ろ
に
家
庭
教
師
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
な
の
よ
」

「
ロ
。
。
：
。
。
：
」

「
初
め
は
楽
し
そ
う
に
宮
内
家
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
て
た
わ
。

真
面
目
な
息
子
さ
ん
と
可
愛
い
お
嬢
さ
ん
と
、
そ
れ
か
ら
と
て
つ

も
な
く
明
る
い
お
母
さ
ん
だ
っ
て
．
ｌ
で
も
、
急
に
話
さ
な
く

な
っ
た
の
。
宮
内
さ
ん
ち
の
皆
さ
ん
元
気
、
っ
て
一
昨
日
何
気
な

く
聞
い
た
ら
、
彼
ね
、
顔
色
が
変
わ
っ
た
の
」

私
の
心
臓
が
ド
キ
ン
、
と
鳴
っ
た
。

「
ピ
ン
と
き
た
わ
。
宮
内
家
に
好
き
な
人
が
で
き
た
ん
だ
っ
て
。

あ
な
た
、
だ
っ
て
。
あ
な
た
の
こ
と
高
校
生
だ
と
思
っ
て
た
か

ら
。
で
も
、
中
学
生
で
も
こ
ん
な
に
大
人
っ
ぽ
い
ん
で
す
も
の
、

あ
り
得
る
わ
。
彼
、
昔
か
ら
あ
な
た
み
た
い
な
タ
イ
プ
の
女
、
好

き
だ
っ
た
か
ら
」

「
ど
ん
な
タ
イ
プ
で
す
か
？
」

私
は
、
も
う
ほ
と
ん
ど
あ
る
確
信
を
持
っ
て
質
問
し
た
。

「
一
見
知
的
な
の
に
、
ふ
っ
と
時
々
影
の
さ
す
よ
う
な
、
頼
り
無

い
女
の
人
。
ほ
っ
と
く
と
何
を
す
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
人
」

マ
マ
だ
。
私
は
急
に
額
や
賛
の
カ
ー
ル
が
わ
ず
ら
わ
し
く
、
ア

ー
ム
バ
ン
ド
が
腕
に
な
じ
ま
な
く
な
っ
た
。
頭
が
混
乱
し
た
。

白
井
さ
ん
が
私
に
嫉
妬
し
て
い
る
よ
う
に
、
私
は
マ
マ
に
激
し

く
嫉
妬
し
た
。
私
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
白
井
さ
ん
の
視
線
が
急
に

お
ぞ
ま
し
く
、
腹
立
た
し
く
な
っ
て
き
た
。
私
は
い
き
な
り
立
ち

あ
が
る
と
自
分
で
も
驚
く
ぐ
ら
い
高
飛
車
に
言
い
放
っ
た
。
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